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	・患者・家族中心ケア（PFCC）が効果的であるというエビデンスはない。
	・PFCCの提供はコストがかかりすぎる。
	・PFCCを提供するためには看護師の仕事が増える、時間が取られる
	・PFCCを始めるためには、新たにシステムを作らなくてはならない（あるいはこれに付随する通説として：例えば、PFCCを実行して患者の環境を良くするには2人部屋をなくさなくてはいけない）
	・患者へのカルテ開示は守秘義務の侵害につながりうる。
	・私たちは医療の質について何度も表彰されているのだから、PFCCを達成できている。
	・患者は現実的でない要求をするものである。
	・家族の介入は医療の妨害、治療の遅延、医療事故、感染コントロール不良などの原因となる。
	・患者や家族を医療チームのミーティングに加えると、スタッフや医師がオープンに話し合うことができなくなる。
	・患者・家族との信頼関係は最良のPFCCを目指すための基盤ともいうべきものです。ルシアン・リープ患者安全性財団　(Lucian Leape Institute of the National Patient Safety Foundation)　が提唱する通り、「もし健康というものがテーブルに乗っているとすれば、患者はいついかなるときもそのテーブルについていなくてはならない」のです。
	・優良な患者・家族の診療経験は医療の質の「6つの目標」の全ての地盤となります。この「6つの目標」は米国医学研究所のが「質の狭間を超えて」で定義づけているもので、患者中心性、安全性、効率性、即時性、有効性、平等性の6項目のことです(27)。
	・PFCCは健康と医療の全ての現場（入院・外来・地域医療・家庭医療）および全ての局面（環境・組織・マイクロシステム、個々の患者の体験）において考慮されるべきものです（表3参照）。
	・患者・家族の診療経験を改善しようという努力も、皆がばらばらに行ってしまうと、結果は局所的で全体的な改革につながる事は難しく、また成果も断続的となってしまいます。
	・次々と蓄積する知見によれば、PFCCは価値の基盤となるだけでなく、臨床成果・経済面・サービス面および満足度を改善する上での必須項目なのです(29, 30)。
	・「全員野球」：これは、全ての幹部がPFCCおよび患者・家族の診療経験に貢献できる方法を定義し、自分のものにすることを意味します。一つの幹部チームにおいては、一人の幹部だけが戦略、実践の責任を持つ立場にあります。しかし、全ての幹部が結果に関わる重要な役割を果たしています。例えばCFOはPFCCの全体的な戦略について、その責任職にある幹部と同じくらいの知識を持って議論でき、更に患者に優しい会計システムについても説明することができます。社長は毎月印象深い事例、成功例、改善の余地などについて話し合う、P...
	・PFCCが会社のミッションに直結していること：最高幹部はPFCCの成果について常に高みを目指し、局所的な取り組みと会社全体の取り組みを一体化させ、他の戦略とも歩調を合わせるようにしています。
	・患者の環境作りは単なるサービス重視よりも深いものであるという認識：サービスの技術は必要ですが、PFCCの文化を作るには十分ではありません。PFCCは単に「親切にする」などといったものではなく、最良の信頼関係を築けるようにシステムを変えるものなのです。
	・影響力の重視：重視されるべきは、患者と家族にとって意味のある仕事です。付加価値を生まない無駄な作業を行うべきではありません。
	・合同チームには患者の同席が必要であるという認識：例えば、面会時間制限は90日以内に病院の全ての場所で廃止されました。既定の「面会時間」の代わりに、個々の患者の要求に応じて家族が居られるようにしました。幹部は設備・プロセス・器材などが目的達成に間に合うよう、スタッフと協力して取り組みました。スタッフは患者と協力することで、半個室などユニークな取り組みを手掛けました。
	・患者と家族がアドバイザーとして、病院全体の幹部会やサービスラインの評議会に参加すること：8つの病院を合わせて、およそ100の患者・家族によるアドバイザーが2000病床にわたる140のサービス部門に参加しています。幹部会は主要患者アドバイザー、サービスライン評議員、幹部チームなどの役員で成り立っています。患者や家族によるアドバイザーは病院の重役職や主要メンバー（質・安全委員会取締、患者安全委員、ミシガン州再入院予防活動医員（MiSTAAR）、患者教育委員など）の試問チームに参加しています。
	・PFCC技術の開発：例えば、1年次研修医はPFCCに必要な交流のシミュレーション講習を受けます。
	・スタッフが誠心誠意働くよう戦略をたてること：ゴールは、全てのスタッフに、全ての人間の行動がどのように患者と家族に影響を与えるかをしっかり認識させることです。

